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― Anne Fine 作 The Jamie and Angus Stories を一例に―
The Use of Literature for Young Children as English Teaching Materials 





































れる。しかし一方で、絵本は The Oxford Encyclopedia 
of Children’s Literature の “picture books” の項の冒頭
で、“In the context of children’s literature, picture books 
are a special kind of book in which the meaning is created 












中心読者とする文学で、英語圏では、Penguin 社が A 
Young Pufﬁnシリーズとして、また Random House 社

















した幼年文学の一例として、Anne Fine 作 The Jamie 
and Angus Stories を取り上げる（以下本作品からの
引用はページ数のみ記す）。これは 2002年にロンド
ンの Walker Books から出版されたもので、2003年に 
Boston Globe-Horn Book Award5 を受賞している（Fiction 
and Poetry 部門）。2007年には続編の Jamie and Angus 
Together が出ており、一定の評価と人気を得ていると











　The Jamie and Angus Stories には 6編の短編作品が収





がらない Jamie を描いた “Uncle Edward Teaches Angus 
to Jump”、Jamie のベビーシッター Flora の結婚式を描
いた “Flora’s Wedding”、Jamie が寝る前に父親に自分
の幼い頃の話をしてくれとねだる “Tell Me the Story”、
Jamie の入院を取り上げた “Strawberry Creams”、そし
て最後に Jamie が大人の真似をして 1日を過ごす話 
“The Perfect Day” という構成になっている。いずれも
一つの話は 15～ 20ページ（1ページは約 55字（半角）
× 20行）だが、各話に挿絵が 3～ 6ページ分含まれ
ているため、実際にはもっと短い。
　作品の冒頭は次のようになっている。
　　 　　Jamie saw Angus staring forlornly out of the shop 
window.  His silky coat looked smooth as bathwater 
and white as snow.  
　　 　　“Oh, please,” begged Jamie.  “Please can I have 
him for my birthday?”
　　 　　“Your birthday was last week,” Mummy said, 
trying to tug him past.




















　　 I’ve never put anyone to bed before.  It’ll be good to 
start with someone like you, who knows what he’s 
doing. （24）






　　 “And is it true,” he [=Jamie] asked, “that grown-ups 
prefer to stay on the path in the park. . . ?”
　　 　　“All true,” said Mummy.  “Unless you’re 
counting Uncle Edward as a grown-up, which 
personally I wouldn’t.” （96、斜体は原文のまま）
ここで用いられている “which” は、単語を先行詞とす










　　 “I’d give you one of my chocolates,” Mahailia told 
Jamie afterwards.  “But I’m keeping the last ones 




実はここが仮定法になっている。この “ ’d = would” を、
控えめな表現と解し、「チョコレートをあげるわ」だ





　　So I did what anybody would have done, Angus. （66）





（なお、助動詞 would に関しては、婉曲・will の過去
形・熟語表現など、多様な用法があり、理解を深める
際にはそれぞれの例に繰り返し接することが重要であ
るが、本作品にも（本論冒頭で引用した） “But Jamie 

















　第 4 話は腹痛を起こした Jamie が入院する 
“Strawberry Creams” という話だが、この冒頭のページ
には腹痛を起こした Jamie に対し、大人達がお腹を押
しながら “Where, exactly?” と尋ね、Jamie が “Ouch!” 
と叫ぶやりとりが 3回出てくる。また、第 3話の “Tell 
Me the Story” では、父親が Jamie のことを冗談で “a 







　　“You’re not peeping, are you?”
　　“No,’ Jamie lied.  
　　“Yes, you are,” Uncle Edward said. （31）
これは “Yes” “No” の使い分けという、理屈は理解し
ていても、とっさの判断には迷うことのある会話表現
だが、実際のきびきびしたやり取りを見ると、実感を





　先に、 Anne Fine は子どもを取り巻く社会や文化の
状況を踏まえた作品作りが巧みであることを指摘し 
た 8。それは本作品においても同様である。先の項で
取り上げた “Strawberry Creams” には、現代イギリス
における性役割の変化と多文化社会の状況がさりげな
く描かれている。
　入院した Jamieの主治医は Dr Helen という女医で
ある。彼女は研修医を指導する立場でもあるようで、
彼女に連れられた研修医が大勢 Jamie の病状を見に
来る場面がある。その時の様子は “There they all were: 
short doctors, tall doctors, pink doctors, brown doctors, lady 
doctors, men doctors, cheerful doctors, worried doctors.” 
（82、下線は論者による） と述べられており、人種も
性別も多様な医師がいることが示唆される。さらに
Jamie と同室の女の子は Mahailia という英語系では
ない名まえを持ち 9、彼女の所有するぬいぐるみには 

















































































3 Laina Ho, “Children’s Literature in Adult Education” （Children’s 
Literature in Education, Vol. 31, No. 4, 2000）.







5 1924年以来児童文学の論考や書評を掲載した雑誌 The Horn 
Book Magazine を出版している The Horn Book 社と、Boston 
－ 56 －
の新聞社である Boston Globe 社が 1967年に設立した児童文
学を対象とした賞。Picture Book, Fiction and Poetry, Nonﬁction 
の三部門があり、米国における児童文学賞の中でも権威ある
賞の一つとされている。
6 The Oxford Encyclopedia of Children’s Literature に は “what 
sets Anne Fine apart as an outstanding children’s writer, and partly 
explains her huge appeal to children, is the way she ﬁnely balances 
the serious issues of her novels with characteristic “wit,” “humor,” 
and “sparkle,” terms with which her novels have been critically 
acclaimed.” とある。
7 Ho, p. 263.
8 親の再婚問題を扱った『ぎょろ目のジェラルド』（1989）、ジェ
ンダー問題を取り上げた Bill’s New Frock （未訳、1989）、子
どもを取り巻く危険をテーマにした Stranger Danger? （未訳、
1989） などがある。
9 挿絵では Mahailia は黒人少女として描かれている。
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